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清
の
劉
煕
載
の
書
論
『
書
概
』
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

書
の
要
は
、
骨
気
二
字
に
統
べ
ら
る
。
骨
気
に
し
て
洞
達
す
と
曰
う
者
、

中
の
透
る
を
洞
と
為
し
、
辺
の
透
る
を
達
と
為
す
。
洞
達
す
れ
ば
則
ち
字

の
疎
密
・
肥
痩
皆み
な

善
し
、
否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
皆
病や

め
り
。

（
書
之
要
、
統
於
骨
氣
二
字
。
骨
氣
而
曰
洞
達
者
、
中
透
爲
洞
、
邊
透
爲
達
。

洞
達
則
字
之
疎
密
肥
痩
皆
善
、
否
則
皆
病
。）

　

劉
煕
載
は
書
の
要
点
に
「
骨
気
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
骨
気
」
は
書
美
の
根

源
的
要
素
で
あ
り
、
袁
昂
の
『
古
今
書
評
』
を
初
出
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
書

論
に
も
頻
出
す
る
術
語
で
あ
る
。「
骨
気
」
は
「
内
面
か
ら
溢
れ
る
生
命
力
」

を
意
味
し
、そ
の
「
骨
気
」
が
「
洞
達
」
す
れ
ば
文
字
の
「
疎
密
」
や
「
肥
痩
」

は
う
ま
く
い
き
、「
洞
達
」
し
な
け
れ
ば
生
命
力
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

そ
の
意
味
で
は
「
洞
達
」
も
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。「
洞
達
」
と
は
隅
々
ま

で
行
き
わ
た
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
洞
」
は
「
中
の
透
る
」、「
達
」
は
「
辺
の
透
る
」

こ
と
で
あ
り
、
線
の
内
外
に
力
強
さ
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、劉
熙
載
は「
筆
画
」「
字
形
」「
章
法
」か
ら
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

凡
そ
書
は
筆
画 

堅
に
し
て
渾
な
る
を
要
す
。
体
勢 

奇
に
し
て
穏
な
る
を

要
す
。
章
法 

変
に
し
て
貫
な
る
を
要
す
。

（
凡
書
筆
畫
要
堅
而
渾
、
體
勢
要
奇
而
穩
、
章
法
要
變
而
貫
。）

　

総
じ
て
書
は
、筆
画
は
「
堅
」（
力
強
い
）、「
渾
」（
充
実
す
る
）、字
形
は
「
奇
」

（
め
ず
ら
し
い
）、「
穏
」（
落
ち
着
い
て
い
る
）、章
法
は
「
変
」（
変
化
）、「
貫
」（
一

貫
す
る
）
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
先
に
引
い
た

「
骨
気
洞
達
」
と
同
じ
書
の
要
点
で
あ
り
、「
骨
気
洞
達
」
を
理
解
す
る
上
で
も

重
要
で
あ
る
。
本
作
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
手
掛
か
り
に
、「
骨
気
洞
達
」
の
実

現
を
目
指
し
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
筆
画
、
字
形
、
章
法
か
ら
述

骨
気
洞
達
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べ
て
い
く
。

【
筆
画
】

　
「
堅
」
の
趣
を
表
現
す
る
た
め
、
執
筆
は
懸
腕
撥
鐙
法
、
用
筆
は
直
筆
蔵
鋒

を
主
体
と
し
、
紙
面
に
筆
を
食
い
込
ま
せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
た
。
同
時

に
こ
れ
ら
の
執
筆
法
、
用
筆
法
は
、
線
の
内
側
（
中
）
と
外
側
（
辺
）
に
力
を

働
か
せ
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
遅
速
緩
急
を
意
識
す
る
こ
と
で
筆

勢
が
で
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ま
た
併
せ
て
墨
量
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り

「
渾
」
の
趣
が
表
出
さ
れ
る
こ
と
を
狙
っ
た
。

【
字
形
】

　

文
字
本
来
に
備
わ
る
字
形
を
基
本
と
す
る
こ
と
で
「
穏
」
の
趣
を
表
現
し
、

二
行
目
の
「
處
」、
三
行
目
の
「
人
」
な
ど
、
要
所
要
所
に
変
化
を
つ
け
る
こ

と
で
「
奇
」
を
意
識
し
た
。
一
字
の
中
で
は
偏
旁
（
上
下
、
左
右
）
の
バ
ラ
ン

ス
や
疎
密
の
変
化
を
強
調
し
た
。

【
章
法
】

　

全
体
構
成
と
し
て
は
行
間
、字
間
を
整
え
「
貫
」
の
要
素
を
意
識
し
た
。「
處
」

「
人
」
の
字
形
の
デ
フ
ォ
ル
メ
に
よ
り
、「
変
」
の
要
素
を
加
味
し
よ
う
と
試
み

た
。
全
体
的
に
墨
が
付
き
す
ぎ
た
た
め
、
渇
筆
の
効
果
は
狙
い
と
は
か
け
離
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

本
作
で
は
劉
煕
載
の
書
論
の
一
節
を
参
照
し
作
品
制
作
に
あ
っ
た
。
総
合
的

に
言
え
ば
、
筆
画
の
力
強
さ
や
充
実
し
た
趣
を
意
識
し
て
制
作
に
あ
た
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
字
形
や
章
法
に
つ
い
て
は
更
な
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
作
品
を
構
成
す
る
要
素
は
多
岐
に
わ
た
る
。
作
品
制
作
の
過
程
で
は
、

時
に
そ
の
要
素
に
翻
弄
さ
れ
、
制
作
意
図
を
見
失
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
古

来
よ
り
書
の
要
点
に
挙
げ
ら
れ
る
「
骨
気
洞
達
」
を
念
頭
に
置
い
た
作
品
制
作

は
、
書
の
本
質
に
立
ち
返
り
、
再
確
認
す
る
た
め
の
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
こ

れ
を
機
に
、
書
論
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
己
制
作
の
作
品
に
還
元
で
き
る
よ
う

な
工
夫
を
計
り
た
い
。

［
釈
文
］

　
　

竹
林
多
処
聚
人
家
。

［
用
具
用
材
］

　
　

筆
…
和
筆
。
純
羊
毛
筆
。

　
　

墨
…
和
墨
と
墨
液
を
混
合
し
た
も
の
。

　
　

紙
…
本
画
箋
。

［
作
品
寸
法
］

　
　

縦
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九
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